
我が国は、経済の成長により経済大国になるとともに、医学の進歩等により、

世界に冠たる長寿国家となりました。物があふれ、私たちの食生活も非常に豊か

になったといわれています。

その反面、家庭や社会における生活リズムや価値観の多様化など、さまざまな

要因により食習慣の乱れが顕著となり、健康的な生活習慣の形成ができない、と

いった問題が起こっています。

また、核家族化や過疎化が進む中で、食文化の伝承も困難となっています。

このため、三重県では、今回策定した「三重県食育推進計画」においても「食

文化の継承」を大きな柱のひとつとして位置づけ、取り組んでいくこととしてい

ます。

本書は、その一環として、県内各地域に残っている郷土食を調査し、調理方法、

味、見た目、由来などを伝えようとするものです。

郷土食は、昔から地域の祭りや祝い事、特別の客へのもてなし、保存食などと

して庶民に親しまれてきました。その中には、四季折々の旬の食材を使った料理

や野良仕事に持って行った素朴なもの、今では捨ててしまっている葉っぱや蔓と

いった食材を活用したもの等さまざまなものがあります。

今後、本書の活用により、家庭や保育所、学校等で郷土食を通じた食育が進む

とともに、地域の食生活改善活動や公民館活動、料理教室において仲間づくりや

世代間の交流が促進され、豊かな「みえの食文化」がより一層育まれていくこと

を期待しています。

最後に、本書の作成にあたっては、みえ食文化研究会、三重県食生活改善推進

連絡協議会の皆様に多大なご尽力をいただきました。心からお礼を申し上げます。

平成 1 9年 3月

三 重 県 知 事 野 呂 昭 彦

は じ め に




















